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町田法人会は、公益社団法人の認定を頂いてから7年目に入りました。

「税を通じて地域社会に貢献する法人会」として、

税務研修・経営研修・地域貢献などの公益事業や福利厚生・会員交流など会員のための

共益事業を通じて、企業経営者の満足度向上を活動方針としています。

異業種経営者との出会いがもたらす情報交換やビジネスチャンス、

税務研修会や経営セミナーで得られる最新の税情報や多岐にわたる実務知識などから

事業経営の合理化も図れます。時宜を得た公開講演会や経済講演会、見学研修会や

チャリティーゴルフ大会、親睦ボウリング大会などの楽しい恒例行事もご好評を頂いています。

市民の皆様に愛される魅力ある事業を展開してまいりますので

これからも町田法人会をよろしくお願い申し上げます。

この広報誌は、カワセミが美しい翼を広げて羽ばたくように

公益社団法人 町田法人会も飛躍できますように、という想いをこめて【Kawasemi】と名づけられました。

町田法人会からのお知らせ

ことばの力
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安心して歳を重ねられる
　そんな町田にしたい
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専
門
は
レ
ー
ザ
ー
。
1
9
7
7
年
に
半

導
体
表
面
か
ら
垂
直
に
光
を
発
す
る
「
面

発
光
レ
ー
ザ
ー
」
を
発
明
し
た
。
シ
ン
プ
ル

な
製
作
工
程
の
2
次
元
ア
レ
イ
構
造
を
特

　

２
０
１
８
年
11
月
東
京
工
業
大
学

名
誉
教
授
で
元
学
長
・
伊
賀
健
一
氏
が

瑞
宝
重
光
章
を
受
章
し
た
。同
氏
は

東
工
大
を
２
０
０
１
年
に
定
年
の
後
、

日
本
学
術
振
興
会
理
事
と
し
て
ま
た
、

東
工
大
の
学
長
と
し
て
貢
献
し
た
こ

と
が
評
価
さ
れ
た
も
の
。

徴
と
し
、
僅
か
な
消
費
電
力
で
高
速
動

作
、
し
か
も
長
寿
命
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
。
今
日
の
I
T
社
会
を
支
え
る
高
速

デ
ー
タ
通
信
の
キ
ー
デ
バ
イ
ス
な
ど
に
実

用
化
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
ス
マ
ホ
の

顔
認
証
な
ど
私
た
ち
の
生
活
に
必
要
不

可
欠
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

面
発
光
レ
ー
ザ
ー
の
発
案
と
光
エ
レ
ク
ト

ロ
ニ
ク
ス
へ
の
広
範
な
応
用
へ
の
研
究
の
業
績

で
、
2
0
1
3
年
5
月
に
科
学
技
術
の
世

界
的
学
術
賞
「
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
賞
」
最
高

位
の
バ
ウ
ワ
ー
賞
も
受
賞
し
た
。
ノ
ー
ベ
ル

賞
よ
り
も
歴
史
が
古
く
、
そ
の
第
1
回
受

賞
者
は
あ
の
ト
ー
マ
ス
・
エ
ジ
ソ
ン
だ
。
ラ
イ
ト

兄
弟
や
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
、
ベ
ル
、
キ
ュ
リ
ー

夫
人
な
ど
も
名
を
連
ね
る
。
日
本
人
の
受

賞
は
、
金
出
武
雄
教
授
（
カ
ー
ネ
ギ
ー
メ

ロ
ン
大
）
に
次
ぐ
二
人
目
だ
が
、
国
内
の
研

究
者
と
し
て
は
初
の
受
賞
と
な
る
。
町
田

市
で
は
町
田
市
市
民
栄
誉
章
を
授
与
し

て
い
る
。

　
生
ま
れ
は
広
島
県
呉
市
。
旧
軍
港
が

見
え
る
自
分
の
家
の
山
に
入
っ
て
虫
を
採
っ
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室
で
レ
ー
ザ
ー
を
中
心
と
す
る
光
・
量
子

エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
の
勉
強
を
始
め
る
。
こ
れ

が
そ
の
後
続
く
研
究
へ
の
第
一
歩
だ
っ
た
。

1
9
6
2 

年
秋
に
は
、
ル
ビ
ー
結
晶
を
加

工
し
東
工
大
初
の
レ
ー
ザ
ー
発
振
に
成

功
。
大
学
院
博
士
課
程
へ
進
み
、
そ
の
後

も
東
工
大
精
密
工
学
研
究
所
助
手
、
助

教
授
、
教
授
と
生
涯
を
研
究
に
捧
げ
て

き
た
。

「
世
の
中
に
レ
ー
ザ
ー
が
登
場
し
た
の
が

1
9
6
0
年
。
そ
ん
な
時
、
光
を
通
信
に

使
お
う
と
末
松
先
生
が
言
い
出
し
た
ん
で

す
。
新
し
い
こ
と
だ
か
ら
競
争
し
て
勝
て

る
か
も
、
と
思
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ

の
後
面
発
光
レ
ー
ザ
ー
を
発
明
し
ま
し
た

が
、
そ
の
当
時
、
実
用
化
は
殆
ど
期
待

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
ん
で
す
。
そ
れ
が
、
今

で
は
世
界
中
で
こ
ん
な
に
多
く
の
製
品
に

使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
本
当
に
嬉
し
い

で
す
ね
。」
と
述
懐
す
る
。

現
在
は
、
多
く
の
公
益
財
団
の
理
事
や

評
議
員
を
務
め
、
学
術
賞
の
選
考
や
講

演
、
執
筆
活
動
で
忙
し
い
日
々
を
送
る
。

閑
静
な
つ
く
し
野
に
居
を
構
え
た
の
は

1
9
6
8
年
12
月
。
す
ず
か
け
台
に
東
工

大
の
キ
ャ
ン
パ
ス
が
出
来
た
の
は
そ
れ
か
ら

7
年
後
。
演
奏
歴
60
年
の
コ
ン
ト
ラ
バ
ス

は
、
町
田
フ
ィ
ル
や
町
田
フ
ィ
ル
・
バ
ロ
ッ
ク

合
奏
団
で
美
し
い
音
色
を
放
っ
て
い
る
。
ラ

ジ
オ
少
年
が

発
明
し
た
宝

物
で
世
界
は

も
っ
と
変
わ
っ

て
い
く
―
。

Kenichi Iga
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た
り
、
ス
ケ
ッ
チ
を
し
た
り
、
の
び
や
か
に

子
ど
も
時
代
を
過
ご
す
。
小
学
生
の
時

に
、
蔵
に
眠
っ
て
い
た
祖
父
の
電
気
部
品

の
山
か
ら
使
え
る
パ
ー
ツ
を
寄
せ
集
め
て

鉱
石
ラ
ジ
オ
を
作
っ
て
音
楽
を
聴
い
た
。

中
学
生
に
な
る
と
、
真
空
管
の
ア
ン
プ
や

ス
ー
パ
ー
ヘ
テ
ロ
ダ
イ
ン
受
信
機
な
ど
を
完

成
さ
せ
た
と
い
う
。

　
広
島
大
学
附
属
高
校
か
ら
東
京
工
業

大
学
理
工
学
部
に
進
学
。
4
年
の
時
に
、

後
の
学
長
・
末
松
安
晴
助
教
授
の
研
究
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